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　　　ゴジョウノ・輝夜カグヤ







　ゴジョウノ・輝夜カグヤは、生まれながらにして『家伝』という名の宿命のろいを背負っていた。

　

　極東の中央政府『朝廷』。

　小さな島国を統べる国家系【ファミリア】であり、主神アマテラスのもと多くの従属神が仕える巨大複合派閥。その中でも歴史が古い九つの一族は高位の貴族として執政を行い、国の舵取りを担っていた。

『五条ゴジョウ』の家はその『九家きゅうか』の一つである。

　執政における各家の役割は決まっていた。都みやこの政務、大神にまつわる神事しんじ、未だ平定の兆しのない地方豪族や魑魅魍魎モンスターの討伐を担う征戦など。

　その中で『五条ゴジョウ』が司っていたのは、『火消ひけし』。

『朝廷』の内外関係なく、軋轢によって生じる不穏な煙を速やかに収めるため遣わされる調和の使者である。『五条ゴジョウなくして火難除よけること叶わず』と称えられるほど、各組織の間を取り持ち、古くから平和的かつ効率的な調停に貢献してきた。言うなれば彼女達は極東における秩序──『正義』の番人であった。

　一族全ての者が見目麗しいとされる家。

　顔の上半分を覆う、桜を模した仮面を常に纏うという、一風変わった仕し来きたり。

　教養と所作に長け、男は気高きを、女は貞淑を体現し、その神秘的な空気も相まって羨望する者は数多いた。まさしく『朝廷』を彩る桜はなである。

　だが、その正体は──『火消ひけし』の実態とは、『暗部』である。

　暗殺、改竄、抹消。犠牲者が最も出ない平和的解決を目指し、煙が火に変わり燃え広がらぬよう徹底した速度をもって効率的調停を行う。

　忍しのびでも制することのできない、極東の中でも最も深い闇の仕事を一手に負う崇高にして穢れし家であり、夜と闇を舞う死は桜なの化身だ。

　輝夜カグヤという少女は、そんな家に生を受けた。




『五条ゴジョウ』の女児は、生まれた時より、とある『滴しずく』を日々ひび服用される。

『木の花の毒』と呼ばれるもので、文字通りの毒物。これに耐えられぬ者からまずふるい落とされ、最低限の資格を有した者だけが生き残る。

　蓄積されていく『花の毒』は、女児の体を『毒壺』に作り変える。

　すなわち獣となった愚かな雄おすを閨ねやに誘い込み、自らを貪らせ怪死させる、房中術を利用した外法だ。常に汚れた血が付き纏う『五条ゴジョウ』の家には必要なものであり、それ以上に『家伝』を守るための処置であった。

　女児とは打って変わり、『五条ゴジョウ』の男児は『木の花の酒』と呼ばれる解毒薬を服用し続ける。器ステイタスが上の者だろうと殺害する女児の『毒壺』と交わり、子を為すために。

　おぞましい仕来りの理由は、『五条ゴジョウ』の『血』が持つ特性にある。

　特定の『魔法』、そして『スキル』の相伝。

　妖精エルフが似た効果の性質スキル等を発現しやすいのは種族固有の『種』があるからとされている。

　同じ理由で、濃い『五条ゴジョウ』の血は全く同じ力スキルを備えた『兵士』を量産させることが可能だと、輝夜カグヤの先祖は気付いてしまった。

　そして『五条ゴジョウ』の始祖が有していたのは、『殺人』特化の伝承ちから。

　始祖の『魔法』と『スキル』を一つでも多く発現させる者が優秀とされ、代々課せられる『火消ひけし』において遺憾なく効果を発揮した。

　それこそが『五条ゴジョウ』の『家伝』。

　一族の中のみで交配を繰り返し、内へ内へと向かい、より『画一化の究極』を目指す戦闘集団。常に仮面を被る仕来りも無理はない。一族の者だけで混ざりあってきた彼等ら彼女等らは、ほぼ例外なく同じ顔。兄妹の一言で片付けられないほど、誰もが統一されているのだ。

『花として咲けずとも、どうか芽には至れますよう──』

　そんな『五条ゴジョウ』に神の恩恵ファルナを与え、主神として据わるのは美の神【コノハナノサクヤヒメ】。

　神々にサクヤヒメと縮めて呼ばれる彼女は、常に目を瞑り、黒い長髪を背に流す、天女も霞むほどの女神であった。

　そう、輝夜カグヤ達の容貌は、美で劣っていようとも、サクヤヒメと同じ。

　一族の女児は、崇高かつ絶世の神の『御姿みすがた』を模し、追求する。

　いつかは朝廷に仇なす神すら篭絡するために。

　今は彼岸ひがんの花しか咲かすことのできぬ一族から、平和を彩る満開の桜へと至るために。

『五条ゴジョウ』とはその使命から、始祖と主神をひたすらに目指し、『生き写し』を作り出そうとする、呪われた家伝の一族であった。




『貴方達、五条ゴジョウはやはりおかしい』

　生まれた時より毒を飲み続け、刀剣を持ち、地獄のような鍛練を積んで、国のために多くの命を葬ってきた輝夜カグヤはある日、そんなことを言われた。

　同じ『九家きゅうか』が一つ、『六条ロクジョウ』の少年だった。

　彼はその生来の生真面目さと潔癖で、『九家きゅうか』の者ですら一部しか知らない『五条ゴジョウ』の家訓を調べ上げ、辿り着いてしまった者だった。

『五条ゴジョウ』は表面上、高貴な者達の調停役として宴などによく顔を出す。

　そこで仮面を被って同席する子女の中で、少年は何故か『輝夜カグヤであること』を見抜いては捕まえ、蛍が飛ぶ夜の庭でご高説を垂れてくるのである。

　輝夜カグヤは彼にいつも辟易していた。苛立ちも覚えていた。

　当時は『猫被り』ではなかった言葉遣いで、やんわりと『うるせぇ消えろカス』と伝えても引き下がらない少年を斬ってやろうかと思ったことは一度ではない。

　少年のせいで、それまで自分の『正義』を疑っていなかった輝夜カグヤは、疑問を覚えるようになってしまった。

　国に言われるがまま、家に命じられるがまま、多くの命を闇夜に舞う花弁のごとく散らしてきた。そして自分が斬った者の中には罪なき罪を着せられた者もいた。一族の中には使い捨てられた者もいた。『五条ゴジョウ』の使命は『火消ひけし』。調和と調停は『正義』の本懐の筈。輝夜カグヤ達は何も間違ったことはしていない。なのに──。




『輝夜カグヤ、私はいつか貴方を救いたい。五条ゴジョウとそれにまつわる因縁を、断ち切りたい』




『泣きながら人を斬り、夜の闇に去っていく貴方の後ろ姿を、私は一度だって忘れていない』




『正義を志す者が、過程の中で擦り切れ、最後には犠牲となるなんて、違う筈だ』




　少年は真面目だった。

　戦う力もないくせに、高潔だった。

　少年と手を繋いだこともない輝夜カグヤは、きっと、彼を好すいていた。

　恋と呼べるほど輝夜カグヤは純情ではなかった。だって仮面の下で何度も頬を染めて、少年に嫌味を言う面倒臭い女のそれは恋なんてものとは違うだろう。たとえ愛に辿り着けたとしても子は作れず、輝夜カグヤは少年を殺してしまう。

　だからこれは恋ではなく、友情や敬意にとどめるのが正解だった。だから輝夜カグヤは、少年のことをささやかに想うことにした。

　いつか本当に、少年が輝夜カグヤを救い、夜の庭で語り合った『正義』を証明してくれたなら、その想いを打ち明けてもいい、そんなことを夢見て。




　そして──『政争』が起きた。




『九家きゅうか』同士の対立。政争とは名ばかりの政変反乱クーデター。

『火消ひけし』の使命を全うできなかった『五条ゴジョウ』は一族の者が全て動員された。

　数ある抹殺対象の中に含まれていたのは──『六条ロクジョウ』。

　輝夜カグヤは岐路に立たされた。

　仮面の下で蒼白となりながら、面の縁ふちに溜まる汗が決壊し、涙のごとく溢あふれるその時まで、齢十二の少女は短い人生の中で最大とも言える思考の迷宮を彷徨さまよい続けた。

　そして、彼女は家を裏切ることを決めた。

　血の定めに背き、自らが想う『正義』に殉じて、そして少年を守るために。

　彼女が抱いた『正義』とは、あの夜の庭の出来事が全てだった。

　それが彼女の『理想』だった。

　暗い一室で指令を拝聴する子女の中で、人知れず震える息を殺し、輝夜カグヤは謀反の断行を覚悟した。

『駄目よ、輝夜カグヤ』

　しかし嘘も見通す神の眼には、少女の覚悟など筒抜けだった。

『芽が一つ腐れば、他の芽も腐り果て、花を咲かすどころか幹さえ崩れる』

　一人呼び出された神室しんしつで、主サク神ヤヒメは咎めるわけでもなく、淡々と諭した。

『それは、今の極東ではとても面倒なの。だから──』

　立ちつくす輝夜カグヤの前に立ち、彼女は、ゆっくりと瞼を開けたのである。

『──幻想セイギなんて忘れなさい』

　妖あやしき光を帯びる、美しき花弁の瞳孔。

　輝夜カグヤの記憶はそこで途絶えている。




　次に我を取り戻した時、目の前に転がっていたのは、少年の亡骸なきがらだった。




『────────』

　血塗れの屍を見下ろす輝夜カグヤは、何もわからなかった。

　自分の血塗れの刀と血塗れの両手が、一体何を殺めたのかも、何もわからなかった。

『貴方に刻んだ恩恵ステイタス、契約は解除しておいたわ』

　背後に立つのは美の神サクヤヒメ。

　彼女が何を『魅了』し、何を捻じ曲げたのか、輝夜カグヤは理解できなかった。

『これは私の罪。貴方はもう、私にも五条ゴジョウにも従うことはない。だから、せめてもの手向け』

　血の涙を流す屍以外、二人しかいない月夜の庭。

　自分の呼気が無様に乱れ、荒い息遣いが木霊こだまする中、女神はそっと輝夜カグヤの背に回った。

　果たして女神がその時、悲しんでいたのか、儚はかなんでいたのか、それとも嗤わらっていたのかはわからない。

　ただサクヤヒメは少女の肩に両手を乗せ、囁いたのだ。

『大丈夫。貴方が大切にとっていたおぼこは使っていないから』

　輝夜カグヤは発狂した。

　般若はんにゃのように長い髪を振り乱し、即刻自害しようとして、けれど『夜の桜はなが汚けがれる』というそんな理由で最後の権利をも剥奪され、意識が断絶するその時まで、少年の屍に手を伸ばし続けた。

　目を覚ました後は、全てが終わっていた。

　政争を鎮圧され、『朝廷』の危機は去った。政変反乱クーデターに関わった者は全て一族郎党根絶やしにされ、『六条ロクジョウ』もまた滅んだ。『九家きゅうか』は巻き起こった過ちを後世に残すため、永遠の空白と欠番を抱えることとなる。

『六条ロクジョウ』が本当に朝廷転覆を企てたのか、その罪が真実だったのか、定かではない。

　そこは重要ではない。

　厳然たる事実として、『朝廷』は古来より溜め込み続けていた腐敗と膿ウミを出しつくし、政争せいそう以前にも勝る団結と調和を手に入れたのだ。

　輝夜カグヤの絶望と少年の命を引き換えに、極東は──少なくとも『朝廷』のお膝元は──より良き国となり、その秩序は盤石となったのである。

『十』のために『一』を切り捨てる。

　たまたま、輝夜カグヤ達は『一』に回っただけだった。

　これが『正義』。これも『正義』。

　時代ときと戦場ばしょによって幾らでも正しきの基準が変動する蝙蝠こうもりにして怪物。安寧の前ではいかなる暴力も殺戮も鮮血も理不尽も正当化されうる、色のない旗。弱い人間の心を守る、大義名分を得るための『武器』。

　人は誰しも『選択』を迫られる。

『選択』するということは、選ばれなかった『犠牲』が生まれるということ。

　極東と神々サクヤヒメたちは、絶対的多数のために『選択』しただけなのだ。

　輝夜カグヤは笑った。

　これが自分の目指していた正義ものの正体かと、腹を抱えた。

　頬に止まらぬ雨を浴びながら、壊れたように笑い声を上げ続けた。




　女神サクヤヒメの予言をなぞるように、輝夜カグヤは『朝廷』を去った。

　一族の中で『最高傑作』と名高い実の妹も五条ゴジョウも捨て、極東をも捨て去った。

　大陸へと向かう船の中で、主神の面影を嫌でも思い出させる長い髪まで切り捨て、外の世界へ自分の死に場所を求めた。

『正義』への諦観を宿す輝夜カグヤはしかし、絶望のまま息絶えるのは癪しゃくだった。

　少しでも自分が気に食わないと思う『正義』を道連れにしてやろうと、忌々しき五条ゴジョウの技を使って何度だって目障りな連中を斬り伏せた。大陸でも当然のように跋扈する命の搾取を、輝夜カグヤにも残されている『正義』の欠片という名の良心が見過ごせなかったこともある。

　極東からの剣客、死にたがりの幽鬼はこうして生まれた。

　既に男神ゼウスと女神ヘラの黒竜討伐が失敗していた時世だ、『世界の中心』から波及する混沌と騒乱は輝夜カグヤは聞き及ぶとともに体感するところで、凄絶な死に場所を求める彼女は導かれるように大陸の最西端──迷宮都市オラリオへと向かった。

　その頃には培われた気品も教養も台無しにしていた。取り返しがつかないほど、輝夜カグヤはもうやさぐれていたのである。




　だから、そんな輝夜カグヤを更生させたアストレアは、まさしく女神だったのだろう。

　やかましいアリーゼとともに出会った正義の女神は、その司る事物を聞いた瞬間、罵倒を吐いた輝夜カグヤを、静かに受け止めてくれた。嫌な顔一つせず、まるで正義を背負う存在として慣れているかのように。

　最悪の出会いを経ても、アストレアは何度も輝夜カグヤを訪ねてきた。眷族も連れずに会いに来た。その度に輝夜カグヤは苛立ち、叫び、やがて激しい罵詈雑言ばりぞうごんがただの逆恨みに変わる頃、とうとう枯れた筈の涙を流した。アストレアは抱きしめることも、手を伸ばすこともせず、蹲うずくまる輝夜カグヤが立ち上がるまで、見守り続けてくれた。

『輝夜カグヤ、髪を伸ばしましょう？』

　みっともなく子供のように泣き喚いた翌朝、アストレアはそんなことを言った。

『サクヤヒメとは天界でも会ったことがあるし、私も知っている。ちょっと意地悪なあの子のせいで貴方が自由にお洒落できないのも、癪でしょう？』

　かつての主神を『ちょっと』なんて表現するあたり、彼女も女神なのだと場違いのことを思っていた輝夜カグヤに、言葉を続けた。

『契約を解除されても、貴方の胸には桜ハナがくすぶる火として残り続ける』

『今度は貴方が、貴方自身の火消ひけしを行う番』

『それに、ほら。髪を伸ばせば、貴方が唯一褒めてくれた、私の髪とお揃い』

　度重なる女神の訪問の中、穢れを知らないその胡桃色の髪を羨望して、輝夜カグヤは一度だけ、口を滑らせたことがある。

　慣れない真似を口にしている自覚があるのか、くすぐったそうにはにかむアストレアを見て、輝夜カグヤは何かが溶け出すように、ほのかに笑っていた。

　故郷で捨て去った以来の、久しぶりの笑みだった。

　これが『正義』。これも『正義』。

　正しき言動は、荒れ果てた荒野と化した人の心に、再び雨と光をもたらしてくれる。

『正義』に殺された輝夜カグヤは、アストレアの『正義』に救われた。

『正義』に見切りをつけ、諦観を抱きつつも、しかし『未練』を引きずる子供は、もう一度だけ美しい幻想を探す旅に出ることを決めた。

　輝夜カグヤは改宗コンバージョンした。

　桜の花の呪縛を断ち切る、彼女自身の最初の火消ひけし。

　ただの『ゴジョウノ・輝夜カグヤ』はアストレアの眷族となった。

『髪を伸ばす？　いいわね！　輝夜カグヤは中身が残念なほどヒネくれてヤサぐれているけど、外見だけはきっと大和撫子ってやつになれる筈よ！』

　普通にブッ飛ばしてやろうかと思ったアリーゼとともに、そこからは様々なことがあった。

　輝夜カグヤ以上に面倒臭い小人族パルゥムも加わり、それからも仲間は増え、過去の自分が笑ってしまうような『世直し』を迷宮都市で励む日々。苦楽の毎日だった。『正義』に絶望することも多々あった。だが擦り切れていくこの過程は無意味などではなく、『正しき』の実践など、少女の心の片隅はわかっていた。

『リュー・リオンです。……よろしくお願いします』

　そして最後に、正義の眷族の末席に彼女が加わった。

　彼女の言うこと為すことと言ったら、なんとまぁ高潔で青臭く、輝夜カグヤは鼻をつまんで吐き気を堪こらえなければならなかった。必然的に衝突は多くなり、何度だって喧嘩した。

　何度だって喧嘩するくらい、そのエルフの少女は、あの少年と似ていた。

　その生真面目さと融通の利かない潔癖さがそっくりだった。

　いやもしかしたら、少年をも上回る童話の中の妖精さん（嘲笑）かもしれない。

　彼より賢くない分、その面倒臭さは果てを知らず、輝夜カグヤが目を離せないほど辟易するほどだった。

　そして笑うのだった。

　唇を意地の悪い形にひん曲げ、彼に言えていなかった本音をぶちまけて。




『ぶぁ～～～～～～かめ!!』




　少女も、輝夜カグヤも、これから何度だって絶望の前に膝を突くだろう。

　歩みを止めてしまうこともあるだろう。

　しかしそんな彼女の背に張り手をかまして、何かを気付かせてやれるくらいには、輝夜カグヤはこれからも憎まれ口を叩いて見守っていこう。

　少年の隣を歩けなかった、かつてのゴジョウノ・輝夜カグヤの感傷にして、今の輝夜カグヤの願い。

　全てを祝福する桜の花はもう要らない。

　彼岸に咲き誇る花も既に眼下だ。

『正義の剣つるぎと翼つばさに誓って』

　少女はもう、空を羽ばたける翼を持ち、輝ける星に手を伸ばすことができるのだから。
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